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すなわちく 対称的 2-modemodel"についての運動方程式を解析的計算,あるいは, co-
mputersimulation によって解析した｡外部パ ラメタkを変化させると,それまで fixed
































坪 井 俊 明
音波のひずみによるフェルミエネルギーの変化を表す変形ポテンシャルは,従来音速の量子
振動の振幅からフェルミ面のモデルを仮定して求められていたが,モデルに大きく依存 してい
る｡
モデルと無関係に変形ポテンシャルを決めるために,アンチモン単結晶を使って音速の量子
振動と,キャリアの状態密度だけを反映する微分帯磁率の量子振動の振幅の絶対値を(それら
は異方性が強いので),同時に測定して比較した｡
微分帯磁率の振動振幅の絶対値の測定は,通常の磁場変調法ではその較正が難 しいので,読
料の表面にきっちりと一層のコイルを巻き,磁化を打ち消すように流した電流が試料の微分帯
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